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今年度も朝のスキルタイムを継続しています。

電子黒板に提示される漢字をテンポよく読んだ １０日（木）に交

り、限られた時間内に、できるだけ速く、そして 通安全教室を開催し

正確に計算問題を解いたりするなどの活動をして ました。

います。 まず、１校時に体

スキルタイムのねら 育館で、神埼警察署、

いは、基礎的な内容の 神埼市防災課、交通

定着を図りながら、脳 指導員の皆様の紹介

を活性化させ学習に向 をしました。

かう状態をつくること その後、神埼警察

です。短時間に集中し 署交通課の方から、

て取り組むことで、脳 歩道の歩き方、横断

に学習に向かうスイッ 歩道の渡り方、自転

チが入りやすくなりま 車の乗り方などにつ

す。 いて、お話がありま

家庭学習をする際、 した。さらに、「自転

本を読む時は声を出し

て読む、それぞれの宿 車に乗る時は、必ずヘ

題に時間を決めて集中 ルメットを被りなさ

して取り組ませるなど、 い。」という注意があ

ご家庭でも活用できる りました。

方法です。 ２校時からは、３年

毎日の学習を支える 生と５年生が、運動場

土台づくりとして、学 の模擬コースで自転車

習に向けて脳を目覚めさせる活動として、今年度 の乗り方の練習を、３

も各学年で工夫しながら取り組んでいきます。 校時には１年生が、校

外の道路で横断歩道の

渡り方や歩道の歩き方

ご承知のとおり、新潟県で小学校２年生女児が の練習をしました。

殺害されるという痛ましい事件が発生しました。 当日はほとんどの子

昨日の交通安全教室の時にも子供たちに話しま 供がヘルメットを持参

したが、今日も、下記のようなことを指導してい していました。保護者

ます。ご家庭でも必ず注意喚起を図ってください 様の安全意識が高まっていることを感じました。昨

ますようお願いします。 年度、ヘルメット所持率は約９３％まで高まってき

１ 一人では遊ばない。 ました。まだ、ヘルメットを持っていない子供がい

２ 知らない人にはついていかない。離れる。逃 ましたら、必ず購入をお願いします。

げる。 一方、ヘルメット着用率は約８５％でした。今年

３ 危ない目、怖い目に遭いそうになったら、近 度は着用率９０％以上を目指します。ヘルメットを

くの人の助けを求める。近くの家に駆け込む。 持っている子供全てが自転車に乗るときにヘルメッ

● 大声で叫ぶ。 トを被れば、着用率「１００％」になります。

● 防犯ブザーを鳴らす。 「自転車に乗るようになったらヘルメットを購入

● 近くの大人にすぐ知らせる。 する」「ヘルメットを持っているなら必ず被る」こ

とに取り組みます。ご協力をお願いします。


